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第１０回 西之表市と防衛省との協議の場 
（議事概要） 

 
日時：令和４年１１月２２日（火）１０時３０分から 
場所：西之表市役所                

 
＜防衛省から、資料に基づき、「馬毛島基地（仮称）建設事業に係る環境影

響評価準備書に対する鹿児島県知事の意見への対応の概要」について説明＞ 

 西之表市から「私（八板市長）としては、当市の意見も踏まえた県知事の

意見に沿って真摯に御対応されたと受け止めた。他方、特に騒音について

は、西之表市上空を飛ばない対策、上空飛行への対応や非日常への不安を訴

える高齢者等への配慮が必要である。騒音に対する不安の払しょくに向け、

米軍に強く申し入れるなど、適切に対応していただきたい」旨発言し、防衛

省から「ＦＣＬＰの実施に際しては、地域への影響を最小限にとどめるよ

う、その都度、米側に申し入れていくとともに、情報を関係地方公共団体に

対し適時にお知らせできる体制を構築したい。また、市民の皆様からの問い

合わせ等に対しては、西之表市と連携し、防衛省において責任をもって対応

してまいりたい」旨発言 

 西之表市から「御説明のあった「複数地点での常時監視」について、ぜひ

西之表市にも騒音測定器を設置していただきたい。また、環境監視調査の結

果も踏まえる必要はあるが、当該調査終了後の常時監視についても御検討い

ただきたい」旨発言し、防衛省から「常時監視の場所については、複数地点

で実施する考えであるが、具体的な場所については、西之表市を始めとする

種子島に所在する関係地方公共団体の意向等を踏まえ、検討したい。また、

環境監視調査終了後の騒音状況の把握については、当該調査の結果や関係地

方公共団体の意向等を踏まえ検討したい」旨発言 

西之表市から「岳之腰について、主要な眺望景観における自然的な景観構

成要素の消失の割合として０．０２～０．４３％にとどまると予測されてい
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るとのことである。しかし、岳之腰は、西之表市民の心の風景となっている

ものであり、数字的な、視覚の中の割合でというような表現は少し違和感が

ある。市民への心理的影響は無視できないと考えている」旨発言し、防衛省

から「岳之腰について、島のシンボルであり、文化遺産として貴重であると

いった市民の声があることは、これまでお伺いしているところである。しか

しながら、種子島に飛行コースがかからないように滑走路を配置する必要が

あり、改変せざるを得ないものである。御理解いただきたい」旨発言 

 西之表市から「ＦＣＬＰの実施に際して、体制を構築することについて

は、よろしくお願いしたい。岳之腰については、市民の強い思いがあること

を改めて申し添える」旨発言し、防衛省から「引き続き緊密に連携して対応

したい」旨発言 

 

＜その他の意見交換＞ 

 西之表市から「工事中及び供用後に馬毛島基地（仮称）から発生するごみ

（一般廃棄物）の処理については、どのように考えているか」質問し、防衛

省から「工事中及び供用後に馬毛島基地（仮称）から発生するごみ（一般廃

棄物）については、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」に従い分別の

上、島外に搬出し適正に処分するが、処分先については、今後、関係地方公

共団体等と具体的な調整を実施したい。その上で、一般的に、防衛施設から

排出されるごみを継続的かつ安定的に受け入れるため、ごみ処理施設の整備

が必要となるなどの場合には、防衛省の補助事業として助成することも可能

である。いずれにしても、現在、西之表市において実施されているごみ処理

に支障が生じることのないよう、引き続き西之表市と緊密に連携して対応し

たい」旨回答 

 

 西之表市から「西之表市内に整備する宿舎の水道計画は、どのように考え

ているか」質問し、防衛省から「西之表市内に整備する宿舎については、詳

細は決まっていないが、水道については、宿舎内で必要とする給水装置（給
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水管、止水栓、水道メーター等）の工事に応じた水道加入金を負担した上で

市水を引き込んでいただく計画である。いずれにしても、引き続き水道管理

者である西之表市と緊密に連携して対応したい」旨回答 

 

 西之表市から「施設整備に際して、地元企業の受注の状況はどうか」質問

し、防衛省から「自衛隊施設の建設工事の発注では、地元企業の受注機会の

拡大に取り組んでいる。馬毛島における自衛隊施設の建設工事においても同

様であり、敷地造成等工事や汚水処理施設整備工事など、多くの西之表市内

に所在する企業が受注している。今後の施設整備に当たっても、地元企業の

受注機会が確保できるよう、引き続き対応したい」旨回答 

 

 西之表市から「施設整備に関連して、馬毛島の自衛隊施設の建設工事に着

工していないと説明を受けているが、葉山漁港の浚渫や仮設建物の建設工事

が含まれている管理用道路の進捗状況はどうか。また、当該仮設建物にはい

つから入居予定か」質問し、防衛省から「管理用道路工事について、本年１

月に着手したところ、まずは、防衛省による管理用道路の整備工事に合わせ

て実施することを求める種子島漁業協同組合からの御要望にも沿うものであ

ると考え、管理用道路工事の一環として、葉山漁港岸壁陥没箇所の修復工事

を開始した。その後、仮設建物の資材の島内への運搬を４月から、島内の土

地の改変を伴う管理用道路の工事を７月から、葉山漁港の浚渫工事を８月か

ら開始し、鋭意工事を進めている。なお、仮設建物への入居については準備

が整い次第予定しているが、現時点で入居時期は未定である」旨回答 

 

 西之表市から「市民からの要望がある地産地消については、どのように考

えているか」質問し、防衛省から「防衛省・自衛隊では、駐屯地・基地等の

隊員の給食用に地元食材を調達するなど、地産地消の推進に努めている。ま

た、地域の特色を共にアピールして地域の活性化につなげる取組も積極的に

行っている。地域の名産や地元の食材を使用したレシピの作成、地元特産品
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と自衛隊のコラボによる地元特産物のアピール等を行っている。種子島の住

民の皆様との交流を深めていきたいと考えており、今後、地元の皆様の御要

望も伺いつつ、検討したい」旨回答 

 

 西之表市から「今後、多くの工事関係者が島内に入ってくるので、ホテル

の予約が困難な状況となることが予想され、観光の推進ができない懸念があ

る。また、治安についても心配する住民がいる。これらの懸念や心配に対す

る考えがあればお聞かせ願いたい」旨発言し、防衛省から「そのような懸念

があることは伺っているが、いずれにしましても、環境影響評価書の公告後

の馬毛島内における工事の開始に合わせ、馬毛島内に宿泊用プレハブを整備

することにより、多くの工事関係者の宿泊先を確保することとしている。ま

た、工事に当たっては、地元の皆様と良い関係を築いていくことが重要であ

る。受注業者を通じて、地元の方々への生活環境に対する配慮について、工

事関係者に対し、周知徹底していく」旨回答 

 

 西之表市から「馬毛島小中学校に関しては、出郷者ら市民の愛着が極めて

深い。防衛省に対して売払うこととしたが、可能な限り保存作業を実施した

いと考えており、撤去作業に着手するに当たっては、保存作業についてどの

ような対応が可能か、事前に協議することを改めて確認したい」旨発言し、

防衛省から「残せるものは残したいとのお気持ちは理解している。保存作業

については、撤去作業前の協議も含め、緊密に連携して対応したい」旨回答 

 

次回は、目途を定めず、必要に応じて実施できるよう調整していくことを

確認。また、第１０回の協議の場の議事概要については、双方で確認でき次

第、公表することを確認 

 

（以上） 


